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(57)【要約】
【課題】  各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティ
ブマトリクス型液晶表示パネル等の映像表示に用いら
れ、その光利用効率を向上させた電子ビューファインダ
を提供する。
【解決手段】  本発明の電子ビューファインダは、光源
（ＬＥＤ１）と、各画素に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１
１）を備えるアクティブマトリクス型液晶表示パネル
（ＬＣＤ３）と、前記ＬＥＤ１からの光を前記ＬＣＤ３
に反射する反射部とを有するものにおいて、前記ＬＥＤ
１と前記反射部との間に所定の光成分を選択的に透過す
る偏光分離フィルム７を配置したことを特徴とするもの
である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光源と、
各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティブマトリク
ス型液晶表示パネルと、
前記光源からの光を前記液晶表示パネルに反射する反射
部とを有する表示装置において、
前記光源と前記反射部との間に所定の光成分を選択的に
透過する偏光分離フィルムを配置したことを特徴とする
表示装置。
【請求項２】  前記偏光分離フィルムと前記反射部との
間に、偏光フィルムを配置したことを特徴とする請求項
１に記載の表示装置。
【請求項３】  光源と、
各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティブマトリク
ス型液晶表示パネルと、
前記光源からの光を反射させて液晶表示パネルに反射す
る反射部とを有する表示装置において、
前記反射部は、所定の光成分を選択的に透過する第１の
偏光分離フィルムを有し、
前記光源と前記反射部との間には所定の光成分を選択的
に透過する第２の偏光分離フィルムを配置したことを特
徴とする表示装置。
【請求項４】  前記第１の偏光分離フィルムと前記反射
部との間に、偏光フィルムを配置したことを特徴とする
請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】  前記偏光分離フィルムは、それぞれ直交
する透過軸と反射軸とを有することを特徴とする請求項
１または請求項３に記載の表示装置。
【請求項６】  前記第１の偏光分離フィルムと、前記第
２の偏光分離フィルムの配置向きが９０度反転した状態
で配置されていることを特徴とする請求項３に記載の表
示装置。
【請求項７】  前記光源は、すり鉢状に構成されたフレ
ームの底部にＬＥＤを設置させて成ることを特徴とする
請求項１または請求項３に記載の表示装置。
【請求項８】  光源と、
各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティブマトリク
ス型液晶表示パネルと、
前記光源からの光を前記液晶表示パネルに反射する反射
部とを有する電子ビューファインダにおいて、
前記光源と前記反射部との間に所定の光成分を選択的に
透過する偏光分離フィルムを配置したことを特徴とする
電子ビューファインダ。
【請求項９】  前記偏光分離フィルムと前記反射部との
間に、偏光フィルムを配置したことを特徴とする請求項
８に記載の電子ビューファインダ。
【請求項１０】  光源と、
各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティブマトリク
ス型液晶表示パネルと、
前記光源からの光を反射させて液晶表示パネルに反射す*
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*る反射部とを有する電子ビューファインダにおいて、
前記反射部は、所定の光成分を選択的に透過する第１の
偏光分離フィルムを有し、
前記光源と前記反射部との間には所定の光成分を選択的
に透過する第２の偏光分離フィルムを配置したことを特
徴とする電子ビューファインダ。
【請求項１１】  前記第１の偏光分離フィルムと前記反
射部との間に、偏光フィルムを配置したことを特徴とす
る請求項１０に記載の電子ビューファインダ。
【請求項１２】  前記偏光分離フィルムは、それぞれ直
交する透過軸と反射軸とを有することを特徴とする請求
項８または請求項１０に記載の電子ビューファインダ。
【請求項１３】  前記第１の偏光分離フィルムと、前記
第２の偏光分離フィルムの配置向きが９０度反転した状
態で配置されていることを特徴とする請求項１０に記載
の電子ビューファインダ。
【請求項１４】  前記光源は、すり鉢状に構成されたフ
レームの底部にＬＥＤを設置させて成ることを特徴とす
る請求項８または請求項１０に記載の電子ビューファイ
ンダ。
【請求項１５】  請求項１乃至請求項１４のいずれかに
記載の表示装置もしくは電子ビューファインダを有する
ことを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、表示装置、電子ビ
ューファインダ及びこれらを用いた撮像装置に関し、更
に言えば、各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティ
ブマトリクス型液晶表示パネル（Liquid Crystal Displ
ay：以下、ＬＣＤ）等の映像表示に用いられる反射型の
電子ビューファインダ（Electrical View Finder：以
下、ＥＶＦ）における光利用効率を向上させるための技
術に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子ビューファインダは、ビデオカメラ
等に搭載され、撮像中の画像を確認する装置であるが、
従来より撮像レンズが取り込んだ光を分光して視認する
光学タイプと、ＬＣＤのような液晶表示装置を内蔵し、
撮像中の画像を映像データとして用いて表示するＥＶＦ
がある。ＥＶＦは主にデジタルビデオカメラやデジタル
スチルカメラ等に搭載される。
【０００３】一般的な反射型の電子ビューファインダの
原理は、図１０に示すように光源（例えば、ＬＥＤ）２
０１からの光を、偏光作用を有さないハーフミラー２０
２により反射させ、下方に位置させた偏光フィルム２０
３を介して反射型液晶表示パネル（ＬＣＤ）２０４に照
射し、当該反射型ＬＣＤ２０４で反射させた光を、再び
偏光フィルム２０３，ハーフミラー２０２、そして拡大
用の接眼凸レンズ２０５を介して視認可能にしている。
【０００４】尚、前記偏光フィルム２０３は、光源から
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3
の光成分のうち、所望の光成分のみを透過させ、それ以
外の光成分は透過させないようにするものである。例え
ば、図１１に示すように当該偏光フィルム２０３には、
それぞれ直交した透過軸２０３Ａと吸収軸２０３Ｂがあ
り、ここで、当該偏光フィルム２０３を透過する光成分
（ＬＣＤの表示に必要な光成分）をＰ波とし、偏光フィ
ルム２０３が吸収する光成分をＳ波とする。
【０００５】従って、上記ＥＶＦ構成では、ＬＥＤ２０
１からの光がハーフミラー２０２により反射され、その
光（Ｐ波、Ｓ波）が偏光フィルム２０３によりＰ波のみ
に偏光され、このＰ波がＬＣＤ２０４に照射されること
になる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記Ｅ
ＶＦ構成では、光利用効率が低いという問題があった。
即ち、上記ＥＶＦ構成では、例えばＬＥＤ２０１からの
光を１００％として、当該光がハーフミラー２０２で反
射され、ＬＣＤ２０４側に向かう光成分がおよそ５０％
に低下するとして、更に、偏光フィルム２０３を透過す
る際におよそ２５％に低下し、再び偏光フィルム２０３
を透過する際におよそ１２．５％にまで低下すると考え
られ、最終的には光源からの光の利用効率が１／１０程
度にまで低下してしまうことになる。
【０００７】従って、本発明では、各画素に薄膜トラン
ジスタを備えるアクティブマトリクス型液晶表示パネル
等の映像表示に用いられ、その光利用効率を向上させた
電子ビューファインダを提供すると共に、当該電子ビュ
ーファインダに搭載される表示装置、当該表示装置及び
電子ビューファインダを用いた撮像装置を提供すること
を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】そこで、上記課題に鑑み
本発明の請求項１に記載の表示装置は、光源と、各画素
に薄膜トランジスタを備えるアクティブマトリクス型液
晶表示パネルと、前記光源からの光を前記液晶表示パネ
ルに反射する反射部とを有するものにおいて、前記光源
と前記反射部との間に所定の光成分を選択的に透過する
偏光分離フィルムを配置したことを特徴とするものであ
る。
【０００９】また、本発明の請求項２に記載の表示装置
は、前記偏光分離フィルムと前記反射部との間に、偏光
フィルムを配置したことを特徴とするものである。
【００１０】更に、本発明の請求項３に記載の表示装置
は、光源と、各画素に薄膜トランジスタを備えるアクテ
ィブマトリクス型液晶表示パネルと、前記光源からの光
を反射させて液晶表示パネルに反射する反射部とを有す
るものにおいて、前記反射部は、所定の光成分を選択的
に透過する第１の偏光分離フィルムを有し、前記光源と
前記反射部との間には所定の光成分を選択的に透過する
第２の偏光分離フィルムを配置したことを特徴とするも
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のである。
【００１１】また、本発明の請求項４に記載の表示装置
は、前記第１の偏光分離フィルムと前記反射部との間
に、偏光フィルムを配置したことを特徴とするものであ
る。
【００１２】更に、本発明の請求項５に記載の表示装置
は、前記偏光分離フィルムは、それぞれ直交する透過軸
と反射軸とを有することを特徴とするものである。
【００１３】また、本発明の請求項６に記載の表示装置
は、前記第１の偏光分離フィルムと、前記第２の偏光分
離フィルムの配置向きが９０度反転した状態で配置され
ていることを特徴とするものである。
【００１４】更に、本発明の請求項７に記載の表示装置
は、前記光源は、すり鉢状に構成されたフレームの底部
にＬＥＤを設置させて成ることを特徴とするものであ
る。
【００１５】また、本発明の請求項８に記載の電子ビュ
ーファインダは、光源と、各画素に薄膜トランジスタを
備えるアクティブマトリクス型液晶表示パネルと、前記
光源からの光を前記液晶表示パネルに反射する反射部と
を有するものにおいて、前記光源と前記反射部との間に
所定の光成分を選択的に透過する偏光分離フィルムを配
置したことを特徴とするものである。
【００１６】更に、本発明の請求項９に記載の電子ビュ
ーファインダは、前記偏光分離フィルムと前記反射部と
の間に、偏光フィルムを配置したことを特徴とするもの
である。
【００１７】また、本発明の請求項１０に記載の電子ビ
ューファインダは、光源と、各画素に薄膜トランジスタ
を備えるアクティブマトリクス型液晶表示パネルと、前
記光源からの光を反射させて液晶表示パネルに反射する
反射部とを有するものにおいて、前記反射部は、所定の
光成分を選択的に透過する第１の偏光分離フィルムを有
し、前記光源と前記反射部との間には所定の光成分を選
択的に透過する第２の偏光分離フィルムを配置したこと
を特徴とするものである。
【００１８】更に、本発明の請求項１１に記載の電子ビ
ューファインダは、前記第１の偏光分離フィルムと前記
反射部との間に、偏光フィルムを配置したことを特徴と
するものである。
【００１９】また、本発明の請求項１２に記載の電子ビ
ューファインダは、前記偏光分離フィルムは、それぞれ
直交する透過軸と反射軸とを有することを特徴とするも
のである。
【００２０】更に、本発明の請求項１３に記載の電子ビ
ューファインダは、前記第１の偏光分離フィルムと、前
記第２の偏光分離フィルムの配置向きが９０度反転した
状態で配置されていることを特徴とするものである。
【００２１】また、本発明の請求項１４に記載の電子ビ
ューファインダは、前記光源は、すり鉢状に構成された
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5
フレームの底部にＬＥＤを設置させて成ることを特徴と
するものである。
【００２２】更に、本発明の請求項１５に記載の撮像装
置は、請求項１乃至請求項１４のいずれかに記載の表示
装置もしくは電子ビューファインダを有することを特徴
とするものである。
【００２３】係る構成により、本発明では、光源と反射
部との間に偏光分離フィルムを配置させたことで、当該
光源からの光利用効率を向上させることができる。
【００２４】また、前記偏光分離フィルムの後方に偏光
フィルムを配置することで、ファインダ越しに画像を見
る人が、ＬＣＤから反射された光ではなく、光源からの
光を直接視認してしまうことを防止することができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の表示装置、電子ビ
ューファインダ及びこれらを用いた撮像装置の実施形態
について図面を参照しながら説明する。尚、以下の説明
では、液晶表示パネルの一例として、液晶表示パネル
（ＬＣＤ）を用いて説明する。
【００２６】（第１の実施形態）以下、第１の実施形態
について詳述する。
【００２７】図１において、反射型の電子ビューファイ
ンダ（ＥＶＦ）は、光源（例えば、ＬＥＤ）１からの光
を、偏光分離フィルム２により所望の光成分のみを反射
（偏光）させ、下方に位置させた反射型ＬＣＤ３に照射
し、当該反射型ＬＣＤ３で反射された光が、偏光分離フ
ィルム２、拡大用の接眼凸レンズ４を介して視認可能に
している。
【００２８】尚、前記偏光分離フィルム２は、光源から
の光成分のうち、所望の光成分は反射させ、それ以外の
光成分は透過させるものである。例えば、図２（ａ）に
示すように当該偏光分離フィルム２には、それぞれ直交
した透過軸２Ａと反射軸２Ｂとがあり、ここで、当該偏
光分離フィルム２が反射する光成分（ＬＣＤの表示に必
要な光成分）をＰ波とし、偏光分離フィルム２が透過す
る光成分をＳ波とする。
【００２９】そして、上記ＥＶＦ構成において、ＬＥＤ
１からの光が偏光分離フィルム２で反射されて成るＰ波
が、ＬＣＤ３に照射された際に、当該ＬＣＤ３が駆動さ
れている場合には、Ｐ波がそのまま偏光分離フィルム２
側に反射されることになり、当該Ｐ波は偏光分離フィル
ム２でＬＥＤ１側に反射されるため（偏光分離フィルム
２を透過しないため）、黒く視認される。また、ＬＣＤ
３が駆動されていない場合には、Ｐ波がＬＣＤ３の配向
によりＳ波に変換されて偏光分離フィルム２側に反射さ
れることになり、当該Ｓ波は偏光分離フィルム２を透過
するため、白く視認されることになる。
【００３０】尚、上記偏光分離フィルムの一般的な使用
例について説明すると、図２（ｂ）に示すようにＬＣＤ
３に対して下方から光を照射するバックライト１０との
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間に当該偏光分離フィルム２を配置させ、当該バックラ
イト１０からの光を偏光分離フィルム２を介してＬＣＤ
３に照射させる。このとき、偏光分離フィルム２により
バックライト１０からの光成分のうち、所望の光成分
（例えば、Ｐ波）だけが透過し、他の光成分（Ｓ波）
は、バックライト側に反射させるものである。そして、
偏光分離フィルム２により反射されたＳ波のうち、偏光
分離フィルム２とバックライト１０との間で反射が繰り
返されるうちに、Ｓ波からＰ波に変化したものがあれ
ば、そのＰ波が偏光分離フィルム２を透過するように構
成されている。
【００３１】このように当該偏光分離フィルム２を用い
ることで、従来の偏光フィルムでは透過する光成分以外
は吸収してしまい、当該偏光フィルムを透過した時点で
光利用効率が５０％に落ちてしまうが、上記偏光分離フ
ィルム２では最初に５０％の光成分が透過した後に、反
射された光成分のうち、透過可能な光成分（Ｓ波からＰ
波）に変化した分（およそ２０～３０％）が加算され
て、従来の偏光フィルムに比べて光利用効率をおよそ８
０％にまで向上させることができるといったものであ
る。本実施形態は、上記偏光分離フィルムの特性に着目
し、当該偏光分離フィルムを反射型ＥＶＦに用いたもの
である。
【００３２】更に言えば、本実施形態では、偏光分離フ
ィルム２の一例として、住友スリーエム社製ＤＢＥＦ
（Dual Brightness Enhancement Film）を用いて説明し
たが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば
日東電工社製の輝度向上フィルム（ＮＩＰＯＣＳ－ＰＣ
Ｆ）、偏光ビームスプリッタ（ＰＢＳ）、回折格子膜等
を用いても良い。
【００３３】また、本実施形態では、光源部が、図３に
示すようにすり鉢状に構成されたフレーム１ａの底部に
ＬＥＤ１を設置して成る構成を採用することで、当該Ｌ
ＥＤ１からの光が拡散されて、偏光分離フィルム２を介
してＬＣＤ３上に照射される際の、照射効率を向上させ
ている。そのため、フレーム１ａの溝部の表面は、鏡面
状や白色と成っている。そして、この表面は、反射と拡
散作用を併せ持つ加工を施すと良い。
【００３４】以上説明したように、上記第１の実施形態
の特徴は、各画素に薄膜トランジスタを備えるアクティ
ブマトリクス型液晶表示パネル等の映像表示に用いられ
るものにおいて、光源からの光を反射させてＬＣＤ３上
に照射させるフィルムとして、ＬＥＤ１からの光成分の
うち、所望の光成分のみを透過し、それ以外の光成分は
反射させる偏光分離フィルム２を用いたことである。
【００３５】これにより、その光利用効率を向上させる
ことができる。即ち、従来のＥＶＦ構成では、例えばＬ
ＥＤ２０１からの光がハーフミラー２０２で反射され、
この反射された光が偏光フィルム２０３を透過してＬＣ
Ｄ２０４に照射され、当該ＬＣＤ２０４で反射された光
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7
が、再び偏光フィルム２０３を透過するまでの間に、そ
の光利用効率が光源の１／１０程度にまで低下していた
が、本発明のＥＶＦ構成では、ＬＥＤ１からの光を、直
接、偏光分離フィルム２により、所望の光成分のみをＬ
ＣＤ３表面に照射（偏光）させているため、この場合の
光利用効率は５０％の低下に留まり、従来構成に比して
光利用効率を向上させることができる。尚、前記偏光分
離フィルム２を下側に凸形状を成すように配置させるこ
とで、ＬＥＤ１からの光を拡散させながらＬＣＤ３表面
に照射させることができる。
【００３６】（第２の実施形態）以下、第２の実施形態
について詳述する。
【００３７】ここで、第２の実施形態の特徴は、上記第
１の実施形態の構成に加え、光源の直近に偏光分離フィ
ルムを配置させたことである。
【００３８】図４において、ＬＥＤ１の直近にはＬＥＤ
１の点光源を面光源にするための拡散シート５、レンズ
シート６が配置され、そして、前記偏光分離フィルム２
とその配置向きを９０度反転させた状態で偏光分離フィ
ルム７を配置させている。
【００３９】そのため、偏光分離フィルム７は、前記偏
光分離フィルム２と逆の作用であるＰ波を透過し、Ｓ波
を反射することになる。
【００４０】尚、図４では、その便宜上、拡散シート５
及びレンズシート６があたかも１枚ずつ配置されている
かのごとく図示してあるが、本実施形態では拡散シート
５及びレンズシート６を２枚ずつ配置させている。しか
し、各シートの配置枚数は、２枚ずつに限定されるもの
ではなく、各種枚数による各種組み合わせが可能であ
る。
【００４１】これにより、ＬＥＤ１の直近に偏光分離フ
ィルム７を配置することで、当該偏光分離フィルム７を
介して所望の光成分（Ｐ波）のみを透過（偏光分離）す
ると共に、他の光成分（Ｓ波）をＬＥＤ１側に反射さ
せ、この反射を繰り返す間で透過可能な光成分（Ｐ波）
に変化したものが前記偏光分離フィルム７を透過する。
これにより、もとからのＰ波と、Ｓ波からＰ波に変化し
たＰ波とが加算されて、光利用効率が向上した状態の光
（Ｐ波）が偏光分離フィルム２側に照射される。
【００４２】以下、第１の実施形態で説明したように、
前記偏光分離フィルム２で反射されたＰ波がＬＣＤ３に
照射され、前述したようにＬＣＤ３が駆動されている場
合には、Ｐ波がそのまま偏光分離フィルム２側に反射さ
れることになり、当該Ｐ波は偏光分離フィルム２でＬＥ
Ｄ１側に反射されるため（偏光分離フィルム２を透過し
ないため）、黒く視認される。また、ＬＣＤ３が駆動さ
れていない場合には、Ｐ波がＬＣＤ３の配向によりＳ波
に変換されて偏光分離フィルム２側に反射されることに
なり、当該Ｓ波は偏光分離フィルム２を透過するため、
白く視認される。
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【００４３】このように本実施形態の第１の特徴は、光
源側に偏光分離フィルム７を配置させたことで、光源側
での光利用効率を向上させることである。
【００４４】また、本実施形態の第２の特徴は、前記光
源側の偏光分離フィルム７の後方に偏光フィルム８を配
置させることで、ファインダ越しに画像を見る人が、Ｌ
ＣＤ２から反射された光ではなく、ＬＥＤ１からの光を
直接視認してしまうことを抑止することができる。
【００４５】即ち、前記偏光分離フィルム７の偏光率は
およそ９０％であるのに対して、偏光フィルム８の偏光
率はおよそ９９．９９％であり、偏光分離フィルム７だ
けでは透過させたくない光成分も透過してしまい、見栄
えが悪くなるといった問題を、前記ＬＥＤ１側の偏光分
離フィルム７の後方に偏光フィルム８を配置させること
で抑止することができる。
【００４６】（第３の実施形態）また、前記第２の実施
形態の構成におけるＬＥＤ１からの光を反射させてＬＣ
Ｄ３に照射させる偏光分離フィルム２の後方に偏光フィ
ルム９を配置させた第３の実施形態について詳述する。
【００４７】本実施形態の特徴は、図５に示すように前
記偏光分離フィルム２の後方に配置させた偏光フィルム
９により、前述した偏光率の関係から当該偏光分離フィ
ルム２では透過させたくない光成分（本実施形態では、
Ｐ波）が壁面部側に透過してしまい、その光により画像
の見栄えが損なわれることを抑止することである。
【００４８】そして、前記第１、第２及び第３の実施形
態において、前記接眼凸レンズ４の表面処理として、表
面反射防止のＡＲ（Anti-Refrective）コートを施すこ
とにより、ＥＶＦ外光による反射を抑止し、視認性を向
上させることができる。
【００４９】以下、本発明が適用されるアクティブマト
リクス型ＬＣＤについて図面を参照しながら説明する。
【００５０】ＬＣＤ等のフラットパネルディスプレイ
は、薄型化、小型化、軽量化が可能で低消費電力であ
り、ＬＣＤなどは、既に、様々な機器の表示部として、
携帯情報機器をはじめ、多くの機器に採用されている。
ＬＣＤなどにおいて、各画素に、スイッチ素子として薄
膜トランジスタ等を設けたものは、アクティブマトリク
ス型と称され、このパネルは、画素毎の表示内容の維持
が確実であるため、高精細な表示や高い表示品質を実現
するための液晶表示パネルとして用いられている。
【００５１】図６は、アクティブマトリクス型ＬＣＤの
画素についての等価回路を示している。各画素は、ゲー
トラインとデータラインに接続された薄膜トランジスタ
１１（ＴＦＴ）を備え、ゲートラインに出力される選択
信号によってＴＦＴがオンすると、データラインからこ
のＴＦＴを介して表示内容に応じたデータが液晶容量１
２（Ｃｌｃ）に供給される。ここで、ＴＦＴが選択され
てデータが書き込まれてから次にＴＦＴが再び選択され
るまでの期間、書き込まれた表示データを確実に保持す
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9
ることが必要であるため、ＴＦＴに対して液晶容量Ｃｌ
ｃと並列に補助容量１３（Ｃｓｃ）が接続されている。
【００５２】図７は、従来のＬＣＤのＴＦＴ形成基板
（第１基板１００）における画素部の平面構成を表して
おり、図８は、図７のＸ－Ｘ線に沿った位置でのＬＣＤ
の断面構成を示している。ＬＣＤは第１及び第２基板の
間に液晶が封入された構成を備え、アクティブマトリク
ス型ＬＣＤでは、第１基板１００上にマトリクス状にＴ
ＦＴ１１、画素電極７４等が配置され、第１基板１００
と対向配置される第２基板５００には共通電圧Ｖｃｏｍ
の印加される共通電極５６や、カラーフィルタ５４など
が形成されている。そして、各画素電極７４と、液晶２
００を挟んで対向する共通電極５６との間に印加する電
圧により画素毎に液晶容量Ｃｌｃを駆動する。
【００５３】第１基板１００側に、画素毎に設けられる
ＴＦＴは、図８に示すように、ゲート電極６０が能動層
６４より上層に位置する、いわゆるトップゲート型ＴＦ
Ｔである。ＴＦＴの能動層６４は、基板１００上に図７
に示すようにパターニングされ、この能動層６４を覆っ
てゲート絶縁膜６６が形成され、ゲート絶縁膜６６上に
はゲート電極６０を兼用するゲートラインが形成されて
いる。能動層６４は、ゲート電極６０と対向する位置が
チャネル領域であり、このチャネル領域を挟む両側に不
純物の注入されたドレイン領域６４ｄ及びソース領域６
４ｓが形成されている。
【００５４】能動層６４のドレイン領域６４ｄは、ゲー
ト電極６０を覆って形成される層間絶縁膜６８に形成さ
れたコンタクトホールを介し、データラインを兼用する
ドレイン電極７０に接続されている。
【００５５】また、上記データライン及びドレイン電極
７０を覆って平坦化絶縁膜７２が形成されており、能動
層６４のソース領域６４ｓは、この平坦化絶縁膜７２の
上にＩＴＯ（Indium Tin Oxide）などからなる画素電極
７４と、コンタクトホールを介して接続されている。
【００５６】能動層６４のソース領域６４ｓは、更に、
各画素に設けられる補助容量Ｃｓｃの第１電極８０を兼
用しており、図７に示すように、画素電極７４とのコン
タクト領域から更に延びている。補助容量Ｃｓｃの第２
電極８４は、図８に示すようにゲート電極６０と同層で
同時に形成されており、ゲート電極６０とは、所定の間
隙をあけて別の領域に形成されている。第１電極８０と
第２電極８４との層間の誘電体はゲート絶縁膜６６が兼
用している。また、補助容量Ｃｓｃの第２電極８４は、
図７に示すように、画素毎に独立しておらず、ゲートラ
イン６０と同様に画素領域を行方向に延び、所定の補助
容量電圧Ｖｓｃが印加されている。
【００５７】このように各画素に、補助容量Ｃｓｃを設
けることで、ＴＦＴの非選択期間中、液晶容量Ｃｌｃに
印加すべき表示内容に応じた電荷を補助容量Ｃｓｃにお
いて保持する。従って、画素電極７４の電位変動を抑制*

10
*し、表示内容を保持することを可能としている。
【００５８】以下、上記ＬＣＤ及びＥＶＦを搭載したデ
ジタルビデオカメラ（撮像装置）について図９を参照し
ながら説明する。
【００５９】当該デジタルビデオカメラ１０１は、本体
１０２に撮像部１０３、ＥＶＦ１０４、ＬＣＤパネル１
０５が配置されている。撮像部１０３により取り込まれ
た被写体の画像は、デジタルデータに変換されて、図示
しない記録媒体に記録されると共に、ＥＶＦ１０４のフ
ァインダ１０６とＬＣＤパネル１０５に映し出される。
ＥＶＦは、撮像中の画像を分光する必要がないので、光
学系を簡略化することができ、また、分光によって撮像
光を減少させないので、より高コントラストな撮影が可
能である。
【００６０】そして、本発明の撮像装置では、上記ＬＣ
Ｄ及びＥＶＦを搭載したことで、従来装置に比して視認
性が向上する。
【００６１】以上の説明においては、アクティブマトリ
クス型液晶表示パネルとしてＬＣＤを例としたが、本発
明は補助容量を各画素に必要とする他のアクティブマト
リクス型表示装置、例えば、アクティブマトリクス型の
エレクトロルミネッセンス表示装置等にも採用可能であ
り、同様の効果を得ることかできる。
【００６２】
【発明の効果】本発明によれば、光源と反射部との間に
偏光分離フィルムを配置させたことで、当該光源からの
光利用効率を向上させることができる。
【００６３】また、前記偏光分離フィルムの後方に偏光
フィルムを配置することで、ファインダ越しに画像を見
る人が、ＬＣＤから反射された光ではなく、光源からの
光を直接視認してしまうことを防止することができ、視
認性が向上する。
【００６４】更に、光源が、すり鉢状に構成されたフレ
ームの底部にＬＥＤを設置することで、すり鉢構造を利
用してＬＥＤの点光源が面光源となり、光の照射効率が
向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る電子ビューファ
インダの構成を示す断面図である。
【図２】偏光分離フィルムの原理図である。
【図３】本発明の電子ビューファインダの光源部を示す
斜視断面図である。
【図４】本発明の第２の実施形態に係る電子ビューファ
インダの構成を示す断面図である。
【図５】本発明の第３の実施形態に係る電子ビューファ
インダの構成を示す断面図である。
【図６】本発明が適用されるアクティブマトリクス型液
晶表示パネルの１画素当たりの等価回路を示す図であ
る。
【図７】本発明が適用されるアクティブマトリクス型液
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晶表示パネルにおける画素領域の概略平面構造を示す図
である。
【図８】図７のＸ－Ｘ線に沿った位置でのアクティブマ
トリクス型液晶表示パネルの概略断面構造を示す図であ
る。
【図９】本発明が適用される撮像装置の外観構造を示す
斜視図である。
【図１０】従来の電子ビューファインダの構成を示す断
面図である。
【図１１】偏光フィルムの原理図である。
【符号の説明】
１  光源（ＬＥＤ）、２  偏光分離フィルム、３  液晶
表示パネル（ＬＣＤ）、４  接眼凸レンズ、５  拡散シ*
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*ート、６  レンズシート、７  偏光分離フィルム、８  
偏光フィルム、９  偏光フィルム、１１  薄膜トランジ
スタ（ＴＦＴ）、１２  液晶容量（Ｃｌｃ）、１３  補
助容量（Ｃｓｃ）、５４  カラーフィルタ、５６  共通
電極、６０  ゲートライン（ゲート兼用）、６４  能動
層（ドレイン領域、チャネル領域、ソース領域）、６６
  ゲート絶縁膜、７０  データライン（ドレイン兼
用）、７２  平坦化絶縁膜、７４  画素電極、８０  補
助容量の第１電極、８４  補助容量の第２電極、１００
  第１基板、１０１  撮像装置、１０２  本体、１０３
  撮像部、１０４  ＥＶＦ、１０５  ＬＣＤパネル、１
０６  ファインダ、２００  液晶、５００  第２基板
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